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～春風にのって�
　幸せ（四つ葉のクローバー）を呼ぶダンスをご一緒に！～�

I n t e r n a t i o n a l  C o r n e r

�

キャサ
リンの

　イギリスの北部はスコットランドと呼

ばれています。そこで伝統的に踊られて

きた民俗舞踊がスコティシュカントリー

ダンスです。

　おなじみのチェック柄は日本でいえば

家紋のようなもので、よく見ると各家庭

で色や大きさが少しずつ違います。踊り

は円や長方形になったり、四角だったり

と多用なフォームがあり、動きもリズミ

カルなものや優雅でスローなものであっ

たりと、イギリス貴婦人になった気分で

踊っています。

　大勢いた方が楽しいので、入会大歓迎

です。運動不足を楽しく・おかしく（？）

解消したい方、ぜひ見学にお越しください。

毎月第２・第４火曜日の10時から12時まで、

工藤ミヨ先生（仙台在住）の指導を受け

て楽しんでいます。

マイ�
サークル�
ダンス・クローバー�

（スコティシュカントリーダンス）�
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　あしたば白石　025-5095�
　水　上　　　　025-7597
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市民文芸�
応募方法�
一人俳句三句、短歌三首、川柳三句以内。はがきに作品・住所・氏名・応募する壇名をはっきり書
き、〒989-0292白石市大手町1-1 白石市総務課へ（４月から応募先が変わります）。はがき1枚に
短歌、俳句、川柳の併記は不可。毎月15日締め切り。�
Ｅメールでも応募できます。（koho@city.shiroishi.miyagi.jp）�

市 内 イ ベ ン ト 掲 示 板 � （４月１日～５月５日）

開催日 時　間 イベント名 場　所 有・無料 問い合わせ先 備　考

20頁掲載

19頁掲載

19頁掲載

20頁掲載

19頁掲載

19頁掲載

11頁掲載

お茶券400円碧水園碧水園茶会 古典芸能伝承の館
0２５－７９４９4月17日（日） 10:00～

15:00

入場無料
※出店希望者連絡必要いきいきプラザいきいきプラザ　フリーマーケット いきいきプラザ

0２２－１６３５

ふれあいプラザ
0２２－６０２５

4月23日（土）   8:30～
12:00

無料・材料持参
※連絡必要いきいきプラザ定期リサイクル教室

「ペットボトルで風車を作ろう」
いきいきプラザ
0２２－１６３５4月16日（土） 10:00～

11:30

10:00～
16:00

10:00～
14:00

無料弥治郎こけし村  9:00～
16:00

名和好子コレクション展
ＰＡＲＴ2

弥治郎こけし村
0２６－３９９３

3月23日（水）
～5月23日（月）

無料白石城本丸・
益岡公園白石城さくらまつり 商工観光課

0２２－１３２１
4月上旬　　  
～5月5日（祝）

無料すまｉる広場
（旧高甚跡地）すまｉる広場落成式 商工観光課

0２２－１３２１4月  3日（日）

  9:00～
17:00

4月29日（祝）
～5月  8日（日）

4月  1日（金）
～20日（水）

大　　　人200円
高校生以下100円

武家屋敷
「旧小関家」

ふれあいプラザふれあいミニ展示
「フォトスワン（写真）展示」 入場無料

ふれあいプラザ
0２２－６０２５

10:00～
16:00

4月21日（木）
～5月11日（水） ふれあいプラザふれあいミニ展示

「日本サクラソウ」 入場無料

商工観光課
0２２－１３２１

  9:00～
17:00

5月  3日（祝）
～  5日（祝） ホワイトキューブ第47回全日本こけしコンクール

第12回白石市地場産品まつり 入場無料

商工観光課
0２２－１３２１5月  3日（祝） 市内中心部白石市民春まつり 無料

端午の節句展　※5/3　10:00～
笹巻づくり実演・試食

社会教育課
0２６－２４５３

今年の２月から、私と白石市にいるALT（外国語指導助手）
たちは新たな挑戦を始めました。「White Stone Journal」
（ホワイト・ストーン・ジャーナル）という広報紙を作成し
て、地区の回覧板と一緒に回しています。
去年の12月に全国国際交流員の研修が千葉県で開催され

ました。国際交流員として香川県の高松市に勤めているオー
ストラリアの親友は、帰国した先輩から引き継いだ仕事の中
に広報紙が含まれていました。しかし、彼女はまったく経験
がなかったので、「広報紙を作る力を養う」の分科会を一緒
に聞きに行きました。その時ただ随行の気分で行った私の方
が勉強させていただきました。
市町村によって国際交流員が作成している広報紙はさまざ
まです。県庁や市役所、国際交流協会など、ほとんどの大き
な行政機関は、昔からその地域に住んでいる日本人と外国人
が理解、交流できる広報紙を作っています。しかし、国際交
流員とALTたちはその広報紙の一部分しか寄稿していませ
ん。つまり、私みたいに毎月「広報しろいし」の国際コーナ
ーだけ書くということです。
あちこちの市町村が作っている広報紙を読んでいたとき、

１枚だけシンプルな広報紙に目を付けました。その広報誌は、
その市に住んでいる国際交流員とALTたちが自ら作成したも
ので、国際交流のイベント情報や、自分たちが日本に住んで
いる経験や、世界の国の紹介などが掲載されていました。そ

の広報紙を読み、白石市に５人のALTと国際交流員１人がい
るのに、自分たちの広報紙を作らないのは「もったいない」
と思いました。
私たち６人の中で、一般の市民と接触が多いのは私だけだ
と思います。中学校や小学校に行っているエリック、リチャ
ード、アダムの３人は、もちろん子どもの間では人気者です。
保護者の方もきっと子どもから聞いたことがあると思いま
す。白高と女子高にいるALTは、県に所属しているので、な
かなか市民との交流の機会がありません。そして皆さんにと
って、ALTたちの学校以外での生活は謎だと思っているでし
ょう。広報紙にALTたちは自分の旅行、外国人から見た白
石・日本、おもしろい体験・経験などさまざまな題目で執筆
をしていく予定です。
「White Stone Journal」は、市民のための国際情報だけ

ではなく、もう一つの目的として小中学生、高校生を対象に、
英語の勉強を励ましたいと思っています。自分の自己紹介を
英語で書いてもらったり、ALTたちからのインタビューを受
けたりすることを計画しています。
「White Stone Journal」は毎月発行します。回覧板だけ

ではなく、市民課、中央公民館、婦人の家など、市の施設に
置いてあります。私たちの自慢の「White Stone Journal」
をぜひ読んでみてください。市役所にバックナンバーも置い
ているので、気楽にもらいに来てください。最後に皆さんに
お願いすることがあります。広報紙を作成するのは初めてな
ので、ぜひ感想や意見をいただければ幸いです。
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